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第４章 全体構想 
 

 

本章では、前章で示した都市づくりの目標や将来都市構

造の実現を図るため、倉吉市全体の土地利用や都市施設、

市街地整備など分野別に都市整備の方針を示します。 

 

 

 

１．土地利用方針 

２．都市施設の整備方針 

３．市街地整備方針 

４．都市景観・都市環境の整備方針 

５．都市防災の整備方針 
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取組方策 
 
 

（第 6 章に記載）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 拠 点（点）  ２ 都市軸（線） ３ ゾーニング

（面） 

将来都市構造 

 
全体構想(都市整備方針) 都市づくりの目標 

 

 

市街地整備方針 
目標３ 活気 

良好な居住環境を保

ち、活気あふれるま

ちづくり 

土地利用方針 
目標１ 調和 

計画的な土地利用に

よる調和の取れたま

ちづくり 

 

都市施設の整備方針 
目標２ 快適 

交流と連携による利

便性・機能性の高い

まちづくり 

 

倉吉市においても人口減少、少子高齢化への対応は最重要課題であり、活力ある市民

生活を維持し、中部圏域の中心都市としての都市機能を確保するため、従来から多くの

施策を展開しているところです。倉吉市は、人口減少等により産業規模の縮小や空き家

等の増加が見られる一方、先進的な企業の誘致・拡大や北条湯原道路の整備進展、白壁

土蔵群周辺の魅力向上、県立美術館の建設計画などにより都市の活性化が期待されてい

ます。 

本計画の全体構想は、都市整備上の課題を踏まえ、「第 11 次倉吉市総合計画」の人口

目標や都市づくりの目標を達成するために必要な都市整備方針を示すものです。  

目標４ 魅力 

自然・歴史・文化の魅

力を活かしたまちづ

くり 

都市景観・都市環境の整備方針 

目標６ 協働 

市民・企業等による

参加のまちづくり 
協働のまちづくり方針 

都市防災の整備方針 

目標５ 安全 

誰もが安心して安全

に生活できるまちづ

くり 

都市づくりの目標、将来都市構造を踏まえた都市整備方針について 

都
市
と
自
然
・
歴
史
・
文
化
が
調
和
し
た
拠
点
連
携
型
の
ま
ち
づ
く
り 
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上位計画としての「第 11 次倉吉市総合計画」と「倉吉都市計画マスタープラン」と

の関連を整理し、都市計画マスタープランの個別項目との関係を以下に整理します。 

 

 

根 拠 法  

 地方自治法（第 2 条 4 項） 
「市町村は、その事務を処理するに当たっては、議会の議決を経てその地域における
総合的かつ計画的な行政の運営を図るための基本構想を定め、これに即して行うよう
にしなければならない」と規定されている（総合計画は、都市計画マスタープランの上
位計画にあたる）  

   
対象区域   倉吉市全域 27,206ha 

   
 

性格 
(目標年次) 

 目標年次 10 年間（平成 23（2011）年度～平成 32（2020）年度） 

計画の性格 事業に結びついている 
      基本構想（10 年）⇒基本計画（5 年おき）⇒実施計画（毎年）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 11 次 倉吉市総合計画 

総合計画と都市計画マスタープランとの関係について（体系表） 

 

わ
た
し
た
ち
み
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な
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
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倉
吉
ら
し
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を
大
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に
守
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活
か
し
た
ま
ち
づ
く
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選
択
と
集
中
を
基
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ま
ち
づ
く
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愛
着
と
誇
り 
未
来
い
き
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み
ん
な
で
つ
く
る
倉
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い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
過

ご
せ
る
ま
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【
福
祉
・
健
康
・
人
権
】 

活
力
に
満
ち
、
豊
か
な
心
と

文
化
が
息
づ
く
ま
ち 

 

安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち 

【
生
活
基
盤･

環
境･

防
災
】 

 

い
き
い
き
と
働
く 

こ
と
が
で
き
る
ま
ち 

【
産
業
】 

自分らしくいきいきと過ごせ
るまちをつくる 

子どもを産み、育てる喜びを 
実感できるまちをつくる 

お互いを認め、尊重し合える 
まちをつくる 

だれもが健康で安心して 
暮らせるまちをつくる 

新たな時代を切り拓く、活力
ある農林水産業を振興する 

 

市内外からより多くの人たち
と消費をまちに引き込む 

次代を担う子どもたちの確か
な学力と豊かな人間性を育む 

だれもが愛着を感じ、住み続
けたいと思えるまちをつくる 

だれもが生涯にわたって、い
きいきと学べる環境を整える 

みんなが常日頃から協力し 
助け合える関係をつくる 

みんなで地球環境にやさしい 
まちをつくる 

２．

４．みんなが働きやすい安定した雇用基盤を整える 

６．地域の中でお金がまわる、拠点性の高いまちをつくる 

９．みんなで支え合い、助け合える環境をつくる 
 

17．豊かな心とたくましく生きる力をもつ子どもを育成する 

８．

16．女性が地域や職場で活躍できる環境づくりを進める 

14．さらに充実した医療体制を構築する 

33．水と緑の豊かな自然環境を守り、育てる 

36．災害に強いまちをつくる 

１．農林水産業を起点とした 6 次産業(倉吉ブランド)を確立する 

３．ものづくり産業の競争力を高めるための環境を整える 

５．魅力ある観光の振興により交流人口の拡大を図る 

37．犯罪や事故のないまちをつくる 

38．消費生活の安全・安心を守る 

34．ごみを適正に処理する 

35．みんなで地球環境にやさしい取組を実践する 
 

７．子育て世代の負担軽減など、安心した子育て環境を提供する 

10．高齢者の活躍による地域の担い手と活力をつくる 

12．社会保障制度を適正に運用する 

11．高齢になっても障がいがあっても安心して健康でいきいき活躍で
きる環境をつくる 

 

13．一人ひとりのライフサイクルに応じた健康づくりを進める 

15．だれもが認め合い、理解し合い、協力し合える人権尊重のまちづ
くりを進める 

18．子どもたちがどこに行っても自慢したくなる、倉吉への愛着と誇り
づくり 
を進める 19．  

20．貴重な歴史文化遺産を守り、伝える 

21．  

22．異なる国や地域の人たちとの交流を深める 

23．
 24．地元大学生のカによる賑わいづくりと地域づくりを進める 
 25．  
 26．移住希望者へ魅力を伝え、あたたかく迎え入れる体制を進める 
 
27．自然・居住・産業がバランスよく調和した土地利用を進める 

30．安全な暮らしを支える生活道路を整える 

31．まちなかへの公共交通アクセス機能を強化する 

28．にぎわいのあるまちなかを再生する 

29．まちの骨格を形成する幹線道路網を整える 
 

32．ゆとりと潤いにあふれた住環境を整える 
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根 拠 法  

 都市計画法（第 18 条の２） 
市町村は､議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関する基本構想並び
に都市計画区域マスタープランに即し､当該市町村の都市計画に関する基本方針
(通称;市町村マスタープラン)を定めるものとされている 
 

   
対象区域   倉吉市全域 27,206ha 

   
 

性格 
（目標年次）  

 目標年次 概ね 20 年（平成 27（2015）年度～平成 47（2035）年度） 

計画の性格 事業を規定するものではない 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

全体構想（都市整備方針） 

倉吉都市計画マスタープラン 

 

○計画的な土地利用による秩序あるまちづくり 

○良好な生活環境の形成 

○自然や田園の保全 

○中部圏域の中心都市としての交通基盤の整備 

○拠点連携のまちづくりを支える道路ネットワークの整備 

○長期未着手都市計画道路の早期見直し 

○公共交通の持続可能なネットワークの構築 

○公園・緑地の整備と適切な管理・保全 

○快適な生活環境のための下水道等の整備と適切な維持管理 

○総合的な河川整備と潤いのある水辺環境の創出 

○県中部の中心都市にふさわしい拠点の形成 

○歴史・文化と調和した市街地の形成 

○移住・定住の推進 

○良好な都市景観の保全と活用 

○人にやさしいまちづくり 

○災害に強い都市基盤の整備 

○市民主体による取り組み 

○市の取り組み 

⑤都市防災の整備方針 

④

③市街地整備方針 

①土地利用方針 

②都市施設の整備方針 

⑥協働のまちづくり方針 
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土地利用方針 

基本的な考え方 
○計画的な土地利用による秩序あるまちづくり 

人口減少・少子高齢化により市街地の空洞化

や商業施設の減少などが進む一方、白壁土蔵群

やアニメ・フィギュアなどのポップカルチャー

による観光客の増加、先端企業等の誘致など社

会・経済状況は、年々変化しています。これら

に対応し、将来にわたり市民が安心して快適に

暮らし続けられるよう、現在の法的枠組（都市

計画区域、用途地域指定など）を基本としながら、計画的な土地利用による秩序あ

るまちづくりを進めます。 

 

○良好な生活環境の形成 

生活に密着した基幹的な公共施設等は、極力

用途地域に設置することを原則とし、コンパク

トな都市環境を維持するとともに、13 地区の地

区公民館を中心とした「地域づくり」を促進す

る土地利用や生活環境の形成を図ります。  

 

○自然や田園の保全 

自然や田園を守る視点で今後も、大きな枠組みとしての「市街地」、「田園環境」

（水田・畑地などの食料生産緑地）、「自然環境」（水辺、森林を含む）といった

都市を構成する各要素の調和を図ることを基本とします。特に、「田園環境」と「自

然環境」の保全に努めます。  

 

用途地域指定区域に関する土地利用の方針 
現行の用途地域指定区域の土地利用については、現行用途地域を基本としながら、

計画的な土地利用の誘導と自然環境及び周辺環境との調和を図り、良好な市街地の

形成に努めます。  

ただし、社会・経済情勢の変化に伴い、土地利用の現状と指定された用途地域に

不整合が生じている場合には、適正な変更を行います。  

 

 

 

フィギュアミュージアム整備施設 

上井公民館 
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① 住宅地 

・住居系用途地域に指定されている地域を住宅地として位置付け、必要に応じて土

地区画整理事業や地区計画等の手法を活用し、快適で安全・安心な居住空間やゆ

とりと潤いのある生活環境の確保を図ります。 

・周辺の土地利用を勘案しながら住居系の土地利用の中で、用途の混在を少なくす

る地域（専用住宅地）と中小規模の事務所及び店舗等の立地を容認する地域（一

般住宅地）、地場産業等と住環境の共存を図る住工の混在する地域（住工複合地）

に区分し、用途地域に配慮した住宅地の形成を図ります。 

・人口減少が進む中、倉吉市においても市街地の空き家、空き地の増加が顕著とな

っており、今後、空洞化の進行が大きな都市問題になることが予測されます。健

全な地域コミュニティの確保とコンパクトな都市機能の維持を図るため、空き家・

空き地の活用を促進し、土地利用の活性化による市街地の定住人口の確保を図り

ます。 

 

② 商業地 

・倉吉市は岡山県北部とも関係が深く、周辺市町の商業・業務の中心地として重要

な役割を担っていますが、近年、商品販売額の減少や空き店舗の増加が顕著とな

っていることから、魅力的な商業地の形成を図ります。 

・倉吉駅周辺と打吹地区は中心商業地として、そ

れぞれの地域の特性を活かした活性化を図る

こととし、倉吉駅周辺については、駅自由通路

や土地区画整理事業が完了し、都市基盤の整備

が進展したことから、交通拠点としての機能を

活かした商業・業務機能の拡充を図ります。 

打吹地区については、人口減少により店舗等が

減少しつつありますが、白壁土蔵群等の観光資源やポップカルチャーのイベント、

施設等との連携を高め、多様な歴史・文化に出会える商業地としての活性化を図

ります。 

・倉吉駅周辺地区等の中心商業地を補完する機能を果たす近隣商業地を中心商業地

の周辺に配置します。特に、国道 179 号沿線の上灘地区や河北地区については、

沿道サービス型の大型店舗が集中し、集客機能が高いことから中心商業地との連

携を高めます。 

・駅北部や商業地内に点在する未利用地については、民間開発等による有効活用を

促進します。 

 

 

JR 倉吉駅前 
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③ 工業地・流通業務地 

・工業地は、工業系用途地域内の西倉吉工業団地などのほか、用途地域外にある大

谷工業団地、テクノパーク灘手を位置づけます。地域高規格道路「北条湯原道路」

など県内の高速道路ネットワークや河川整備等の進展に伴う企業進出の実績を踏

まえ、今後も情報・科学技術の革新による新産業や環境・福祉・情報など成長が

期待される分野の企業誘致、既存企業の業務拡張を促進するため、良好な生産環

境の企業用地を確保していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

・流通業務地は、工業系用途地域内の倉吉卸売市

場のほか、用途地域外にある広栄町卸売団地を

位置づけ、機能の確保を図ります。 

・西倉吉工業団地では、新規企業を誘致するため

の受け皿となるまとまった土地が不足してい

ることから、工業系用途地域の未利用地の利用

促進を図ります。また、効率的に事業基盤を提

供するため、必要に応じて工業団地の整備を進 

めます。 

 

用途地域指定区域外に関する土地利用の方針 
用途地域指定区域外の用途白地地域については、都市的土地利用と農業的土地利

用（農用地・集落）との調整を図りながら、田園環境を活かした良好な居住環境の

形成と緑豊かな自然環境の維持・保全に努めます。  

ただし、ある程度の規模で市街化が進んでいる地区については、すでにある居住

環境の維持と向上を図るため、必要に応じて用途地域の指定を含む都市計画上の施

策を検討し、適切に対応していきます。  

 

① 集落地 

・既存集落地は、生活道路の改善や生活排水処理施設（公共下水道、集落排水、合

併処理浄化槽）などの整備により、生活空間としての利便性向上を図り、豊かな

コミュニティのある集落形成を図ります。 

  

テクノパーク灘手 

広栄町卸売団地 

大谷工業団地 
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・郊外部における戸建宅地需要に対して、既存集

落周辺の農業振興地域の農用地区域外などへ誘

導し、まとまりのある集落形成を図ります。特

に小鴨地区、上北条地区などの用途地域周辺部

においては、宅地開発が進んでいるため、無秩

序な市街地の外延化のおそれがある場合には用

途地域などの指定を検討します。 

・関金地区は、倉吉市と岡山県をつなぐ国道 313 号及び地域高規格道路「北条湯原

道路」の中継地点として、効果的な土地利用の誘導を図り、関金温泉やレクリエ

ーション施設などの豊かな地域資源を活かした観光拠点、交流拠点としての形成

を図ります。 

 
② 農業地域 

・農業振興地域の農用地区域は、倉吉市の基幹産

業である農業生産の場として、また、大山のす

そ野に広がる田園・緑地空間として保全します。

特に、良好な田園景観を持つ区域は、農業振興

施策と協調しながら文化的景観の保全を図りま

す。 

・近年、農家民泊など体験型教育旅行の人気が高まっており、受け入れを促進する

ための環境整備を進めていきます。 

・地域高規格道路「北条湯原道路」のＩＣ周辺については、高い利便性を活かした

効果的な土地利用誘導を検討します。 

 

③ 森林地域、河川等 

・全国でも上位の水質を誇る天神川水系の河川敷や丘陵地･森林地域の自然環境は、

生態系の保全や文化的景観保全の観点から、倉吉市の貴重な緑地空間として保全

します。 

・河川や堤・ため池などの水辺空間は、身近な親水・緑地空間として保全を図ると

ともに、「水辺の楽校」などの親水施設の活用を図ります。 

 

 

 

 

 

 

  
天神川河川敷 水辺の楽校（高城地区） 

大山（左奥）と打吹山（右） 

宅地化の進む小鴨地区 
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都市施設の整備方針 

２-１交通体系の整備方針 

基本的な考え方 
○中部圏域の中心都市としての交通基盤の整備  

倉吉市は商業、工業、医療、福祉等の都市機能が集積した鳥取県中部圏域におけ

る中心都市として、その玄関口となる倉吉駅の交通拠点性を高め、バス等の公共交通

の利便性をさらに向上させるとともに、産業、観光等様々な分野で東西交流を支える

山陰自動車道「北条道路」（高規格幹線道路）と南北交流を支える北条湯原道路（地

域高規格道路）及びそれらのアクセス道路等の整備を促進します。また、北条湯原道

路の未事業化区間の事業化を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○拠点連携のまちづくりを支える道路ネットワークの整備 

市街地の 2 つの拠点（倉吉駅周辺、打吹地区周辺～倉吉パークスクエア）を中心に

各地区や主要施設をつなぐ幹線道路を整備し、自然と調和した住みよい都市構造を

支える道路ネットワークを形成します。 

特に県立美術館など新たな拠点施設の整備に対応した道路ネットワークの整備を

推進します。 

 

○長期未着手都市計画道路の早期見直し 

長期間整備されていない都市計画道路について、社会状況等の変化を踏まえて廃

止、変更等の計画の見直しを行います。 

 

○公共交通の持続可能なネットワークの構築 

超高齢化社会の進行により高齢者の移動手段の確保は大きな社会問題となってい

ます。高齢者や障がい者、観光旅行者などの移動手段の確保と利便性向上のため、

「鳥取県中部地域公共交通総合連携計画」に基づき、倉吉駅と西倉吉、倉吉パーク

スクエアなどを結ぶ中心市街地内のバス路線の循環機能や中心市街地と周辺地域を

結ぶ連絡機能を確保するバス等の公共交通ネットワークの維持・構築を図ります。 

  

倉吉駅前バスターミナル 北条湯原道路 
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道路交通体系の整備方針 

① 主要幹線道路の整備方針 

・鳥取県中部圏域の中心都市として関西、山陽などとの広域的な交流や周辺市町村

との連携を図るための広域幹線軸として、山陰自動車道「北条道路」、米子自動

車道に接続する地域高規格道路「北条湯原道路」（倉吉道路、倉吉関金道路）の

整備を促進するとともに、国道 179 号や国道 313 号の南北軸としての機能や山陰

自動車道等へのアクセス機能の向上を図ります。また、北条湯原道路の関金地区

の未事業化区間について事業化を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

   整備中の北条湯原道路 

② 幹線道路の整備方針 

・中心市街地と周辺地区をつなぐ道路ネットワーク機能を強化し、通勤、通学、買

い物、福祉サービス等の利便性の向上を図ることにより、市全域 13 地区の一体的

な連携を推進します。 

・幹線道路は、市街地中心部から周辺市町に至る放射道路と市街地内骨格道路によ

り形成し、円滑な交通環境の確保を図ります。 

ア 放射道路 

・市街地中心部と市内主要拠点や周辺市町との交流・連携を支える都市幹線軸とし

て幹線道路の機能強化を図ります。特に、駅周辺の渋滞対策と鳥取看護大学等へ

のアクセス向上を図るための県道上井北条線（旧市道駅北通り線）の整備や、北

条湯原道路ＩＣへのアクセス機能を強化するための県道倉吉由良線大谷茶屋工区

や県道仙隠岡田線バイパス等の整備を促進します。 

・白壁土蔵群や建設予定の県立美術館等の主要施設へのアクセスの円滑化を図るた

めの道路ネットワークの整備や、増加する外国人観光客への対応も含めた案内標

識等の道路施設の整備を図ります。 

主要幹線道路 

対応路線 果たす機能 

地域高規格道路 

「北条湯原道路」 

山陰自動車道、米子自動車道への接続による山陰、山陽、 

近畿方面等への広域連絡機能 

国道 179 号  
湯梨浜町、三朝町をはじめ兵庫県、岡山県への連絡機能 

山陰自動車道へのアクセス機能 

国道 313 号 
北栄町をはじめ岡山県、広島県への連絡機能 

北条湯原道路へのアクセス機能 

倉吉西 IC 

至 

関
金 

倉吉西 IC 

(仮)小鴨ﾊｰﾌ IC 

至 

北
栄 

倉吉 IC 

至 

北
栄 

(仮)福山 IC 

至 関金 
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放射道路 

（幹線道路） 

対応路線 果たす機能 

（主）倉吉青谷線 湯梨浜町方面連絡機能 

（主）鳥取鹿野倉吉線 三朝町方面連絡機能 

（主）倉吉由良線 
北栄町方面連絡機能、 

北条湯原道路アクセス機能（大谷茶屋工区） 

（主）倉吉赤碕中山線 高城方面連絡機能、北条湯原道路アクセス機能 

（主）倉吉福本線 市役所、広瀬方面連絡機能 

（主）東伯関金線 倉吉市南部地域～琴浦町方面連絡機能 

（主）倉吉江府溝口線 倉吉市南部地域～江府町方面連絡機能 

（一）上井北条線 倉吉市北部地域～北栄町・湯梨浜町方面連絡機能 

（一）倉吉東伯線 北栄町・琴浦町方面連絡機能 

（一）仙隠岡田線 
倉吉市南部方面連絡機能 

北条湯原道路アクセス機能（(都)生田小鴨線) 

注）県道のうち（主）は主要地方道、（一）は一般県道の略 

 

イ  市街地内の骨格道路 

・市街地内の機能連携を促進する地区幹線軸としての幹線道路の機能の維持・強化

を図り、適切な整備を進めます。 

市街地内の 

骨格道路 

（幹線道路） 

対応路線 果たす機能 

（一）倉吉江北線 
北条湯原道路（倉吉ＩＣ）と市街地部との連絡機能 

市街地環状道路機能(一部(都)小鴨川沿線) 

（一）倉吉環状線 倉吉市西部地域～中央地域の連絡機能 

(市)和田東町井手畑線 市街地部～倉吉市北部方面連絡機能 

(市)八屋福庭線 倉吉駅～福庭方面連絡機能 

 

③ 生活道路の整備方針 

・幹線道路を補完する生活道路においては、円滑な交通処理と適切な沿道土地利用

の形成を図るとともに地域生活の利便性向上を図るため、地域の実情や緊急度・

重要度に配慮した整備を進めます。 

・老朽化の進行する橋梁等道路施設の安全性を確保するため、長寿命化計画を策定

し、定期的な点検、計画的な補修による効率的な維持管理を進めます。 

 

④ 自転車・歩行者空間の整備方針 

・市民や観光客等、さまざまな人が集う中心市街地においては、連続性のある歩道

の整備等により、歩行者や自転車の移動の安全性・回遊性を高めます。特に通学

路については、地元や関係機関などと危険箇所点検を行いながら安全性の向上を

図ります。  

・バリアフリーのまちづくりを実現するため、高齢者や障がい者など、誰もが安全

で快適に歩ける歩行者空間を目指し、主要施設に繋がる道路について、視覚障が

い者誘導ブロックの設置や段差の解消などバリアフリー化を推進します。  

・緊急輸送道路や白壁土蔵群の観光エリアの道路については、防災・景観の機能向

上を図るため無電柱化の推進を図ります。  
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⑤ 長期未着手都市計画道路の見直し 

・倉吉市の都市計画道路は、昭和30年代に当初の都市計画決定がなされたものを端

緒に、平成29年4月現在では、44路線、74.09km のうち73.5％にあたる54.48km が

改良済み（概成済み含む）となっています。 

・都市計画道路の全路線の整備には、事業用地の取得や住宅等の物件補償に長い期

間を要するとともに、莫大な事業費がかかります。近年の少子高齢化や人口減少、

財政の問題などにより、社会経済が縮小してきていることや、周辺道路の整備に

よりネットワーク上の必要性も変化していることから長期未着手の路線について、

その位置づけや構造が地域の実情に合わなくなっているものがあります。 

・都市計画法では都市計画決定された道路予定区域内での建築は、将来の整備が円

滑に行えるように建築に制限をかけていることから、長期未着手の路線は、長期

に渡り市民に制約をかけ続けることになります。このため、長期未着手の都市計

画道路について、早期に計画路線の存続や廃止の見直しをするための検討を行い

ます。 

 

公共交通体系の整備方針 
・鉄道・バス・タクシーなど公共交通機関は、観光、教育、福祉等を支える社会基

盤として各機関の連携を強化し、路線等の維持・改善を図ります。特に、中心市

街地におけるバス路線については、県立美術館の建設や市民ニーズなどを踏まえ

効率的な運行を図る一方、周辺地域においては、高齢者などの移動手段を確保す

るため、デマンド型交通等との連携を図るなど持続可能な公共交通ネットワーク

の構築を進めます。 

・倉吉市は既に超高齢化時代を迎え、高齢者世帯の増加に対応したデマンド型バス

やタクシー等の取り組みが始まっています。倉吉市が中山間地域の各地区と連携

した都市構造を維持し、住みよいまちを次世代に残していくためには、高齢者等

の買い物、通院などの利便性の確保が重要課題であることから、引き続き有効な

施策の検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人たかしろ 車両 予約型乗合タクシー 車両 
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２-２公園・緑地の整備方針 

基本的な考え方 
○公園・緑地の整備と適切な管理・保全 

倉吉市は、天神川と小鴨川の合流地点に開けたまちで、大山の山すその景観と豊

かな自然環境を身近に感じられるとともに、打吹公園や関金総合運動公園などのレ

クリエーション拠点を有しています。公園は都市公園とその他公園をあわせ 139 ヵ

所、約 91ha を有し、市街地部を中心に整備されています。緑地は、公園だけでなく

道路や河川敷など多様な形で市民に潤いと安らぎを提供しています。 

住みよい市民生活にとって不可欠な公園・緑地について、地域のニーズを踏まえ

た施設の充実・整備を図るとともに市民と協働し適切な維持管理と保全を推進しま

す。 

 

都市公園等の整備方針 

① 地域の核となる公園の整備（都市基幹公園：総合公園、運動公園） 

・総合公園である打吹公園（野球場、陸上競技場、博物館を含む）及び運動公園で

ある関金総合運動公園については、今後もスポーツ及びレクリエーション需要に

対応するため、長寿命化に対応した維持管理及び必要な施設整備を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 身近な公園の整備（住区基幹公園：街区公園、近隣公園） 

・住民の交流や子育ての場として必要な身近な公園は、人口のバランスや立地条件

を考慮しながら、市民ニーズに沿った特色ある公園づくりを推進するとともに、

道路や宅地開発などの整備とあわせ、ポケットパークなどの憩い空間を整備しま

す。 

・街区公園は、市街地人口１人当たり 1.0 ㎡以上の面積を確保することとし、誘致

距離 250ｍ、１か所 0.25ha を標準として配置します（旭田公園他計 21 箇所）。 

・近隣公園は、市街地人口１人当たり 2.0 ㎡以上の面積を確保することとし、各住

区に 2ha を標準として配置します（河北中央公園）。 

 

 

打吹公園遊歩道 関金総合運動公園 
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③ その他の公園の整備（歴史公園等） 

・倉吉市の長い歴史文化を伝える公園として、国史跡の伯耆国庁跡、国分寺跡及び

国分寺尼寺跡と推定されている法華寺畑遺跡の利活用を促進するための環境整備

を進めます。また、倉吉パークスクエア内の史跡大御堂廃寺跡歴史公園の整備を

図り、建設予定の県立美術館との連携した利活用を推進します。 

 

④ 計画的な都市公園等の維持管理・更新 

・都市公園の長寿命化計画に基づき、遊具等公園施設の計画的な維持管理、更新・

修繕を推進します。 

・身近な公園や広場等については、町内会や自治会等を中心とした愛護活動等によ

り地域住民との協働による維持管理を図ります。  

 

緑地の整備・保全方針 

① 地域の象徴となる山林の保全 

・倉吉市のシンボルとなっている打吹山や三朝

東郷湖県立自然公園、大山隠岐国立公園な

ど、市街地の背景や眺望対象となっている山

の稜線や斜面緑地の保全に努めます。  

 

② 市街地内の緑化の推進 

・西武者緑地や公園などの緑地と、緑の彫刻プロムナードなど都市景観施設が調和

した、憩いや散策の場の整備を推進します。 

・賀茂神社をはじめとする社寺林や屋敷林は、市街地の貴重な自然緑地であり、都

市景観等に重要な役割を果たすことから、保全・整備（保存樹・保存樹林の指定

など）に努めます。 

・市街地内においては、都市公園のほか、幹線道路の街路樹などを利用して緑地の

確保を図るとともに、市民ニーズを踏まえた都市緑化の推進を図ります。 

・工業団地では、敷地内緑化を誘導するとともに、周辺の居住環境に配慮した緑地

の整備を促します。 

 

③ 市民に親しまれる親水空間の提供 

・天神川、小鴨川、国府川などの主要河川については、河川空間と一体となった緑

地の保全や、水辺の楽校などに見られる地域との維持管理の連携などにより、良

質な親水空間の維持・提供に努めます。 

  

打吹山 
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２-３下水道・河川等の整備方針 

基本的な考え方 
○快適な生活環境のための下水道等の整備と適切な維持管理 

倉吉市の下水道等の汚水処理施設（公共下水道、農・林集落排水、合併処理浄化

槽）の整備率は人口普及率で 93.6%（平成 29 年 3 月現在）と高くなっていますが、

引き続き天神川等の水質保全と生活環境の改善を目的として、未整備地区の整備や

各施設への接続による水洗化の促進と長寿命化対策を含めた施設の適切な維持管理

を推進します。  

また、公共下水道事業による雨水排水施設の整備率は 18％（平成 29 年 3 月現在）

と低いため、内水被害対策の進捗を高めていきます。  

 

○総合的な河川整備と潤いのある水辺環境の創出 

天神川等の改修の進展により、治水安全度が向上し、安定した生活基盤、産業基

盤の確保が図られていますが、未整備箇所の整備を促進するとともに適切な維持管

理を進めていきます。また、水辺の楽校など親水性や自然環境に配慮した潤いのあ

る水辺環境の創出に努めます。  

 

下水道の整備方針 

① 公共下水道の整備促進 

・公共下水道の未整備地区の整備促進を図り、普及率の向上に努めるとともに啓発

等により水洗化の促進を図ります。また、初期の施設は 30 年以上経過しているこ

とから、長寿命化対策を含めた適切な維持管理を図ります。  

 

② 農・林業集落排水の水洗化促進 

・農・林業集落排水施設の整備は完了しているため、整備区域の水洗化を促進する

とともに、集落排水施設の公共下水道への接続等による効率的な管理運営の検討

を行います。  

 

③ 合併処理浄化槽の整備促進 

・公共下水道や農・林業集落排水より合併処理浄化槽での対応が効果的・効率的な

地域においては、合併処理浄化槽の設置費用の助成により整備を促進します。  

 

④ 雨水排水路等の整備促進 

・平成 7 年に供用した公共下水道の上井ポンプ場は、上井地区の内水対策に大きな

役割を果たしていますが、打吹地区等の内水対策は十分ではありません。近年の

頻発する異常豪雨に対応するため、打吹地区等の内水被害リスクの高い地域につ

いて、公共下水道事業等による雨水排水路等の整備を促進します。 
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河川の整備方針 

① 治水対策 

・洪水による災害発生の防止及び軽減のため、『安心・安全な川づくり』を目指し、

一級河川天神川水系等について、河川整備基本計画等に基づく河川整備を進めま

す。特に、重要水防区域における河川改修等を促進します。  

 

② 河川環境の整備 

・河川は連続した身近な公共空間であり、生態系に配慮し市民が集い、安らぐ場所

として河川へのアクセスの改善や水辺の楽校等の親水空間の確保を図ります。 

・水辺の楽校については、引き続き子ども達が楽しく、安全に川に親しみ、豊かな

自然を体験・学習できるよう、地域住民と協力しながら維持管理に努めます。 

・平成 27 年に国土交通省が公表した水質が最も良好な河川のひとつに、天神川と小

鴨川が選ばれるなど水質は極めて良好と言えます。河川水質を適切に保全するた

め、引き続き下水道等の汚水処理施設の整備や河川美化運動等を推進します。 

 

２-４その他の都市施設の整備方針 

基本的な考え方 
○公共施設等総合管理計画に基づく計画的な施設管理 

・倉吉市で都市計画決定されているその他の都市施設については、「倉吉市公共施

設等総合管理計画」等に基づき、計画的な修繕、再配置、統廃合等について検討

していきます。 

 

その他都市計画施設の整備方針 
・倉吉市で都市計画決定されているその他の都市施設としては、汚物処理場、ごみ

処理場、市場、火葬場、駐車場があります。これらの施設の管理運営について、

鳥取県中部ふるさと広域連合等関係機関と連携し、効率的な運営を進めていきま

す。 

・都市施設を含め公共建築物の多くが建築後 30 年以上を経過しており、施設の老朽

化への対応が大きな問題となっています。「倉吉市公共施設等総合管理計画」等

に基づき長寿命化に向けた計画的な修繕を進めていくとともに、人口減少を見据

えながら必要な施設の配置や統廃合等について検討していきます。 
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区域界 凡例  

公共下水道区域 

特環下水道区域 

農業集落排水 

林業集落排水 
 

下水道未整備区域 

下水道区域から浄化槽区域へ見直し 

 

※図中のコメントは、位置が特定できる

ものを記載しています。 

下水道整備方針概要図（汚水） 

※河川の整備方針概要図は、都市防災整備方針概要図を参照 

基本的な考え方 

○快適な生活環境のための下水道等の整備と適

切な維持管理 
天神川等の水質保全と生活環境の改善を目的に、

汚水処理施設の未整備地区の整備や各施設への接続

による水洗化の促進と長寿命化対策を含めた施設の

適切な維持管理を推進します。  

平成 29 年 12 月現在 
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公共下水道の 

整備促進 

下水道区域から浄化槽

区域へ見直し 

倉吉駅 

◎倉吉市役所 

○関金支所 

西倉吉 
工業団地 
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基本的な考え方 

○快適な生活環境のための下水道

等の整備と適切な維持管理 
公共下水道事業による雨水排水施

設の整備率が低いため、内水被害対策

の進捗を高めていきます。  

 下水道整備方針概要図（雨水） 

平成 29 年 12 月現在 

全体計画面積 約 1,485.1ha 

事業計画面積 約   989.1ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡 例  

 全 体 計 画 区 域 

 事 業 計 画 区 域 

 整 備 済 区 域 

 都 市 計 画 区 域 


